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鉛
錬
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柿
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長
石
徴

晶
か
ら
成
り
長
石

り
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部
分
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他
紙
曲
り
周
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す
過
石
柱
叫
物
に

終
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っ
て
ゐ
る
O

長
石
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dか
に
蜘
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を
成
す
も
の
が
あ
り
そ
の
成
分
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あ
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∬
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部
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光
軸
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か
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れ
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於
て
は
屈
折
率
と
光
軸
角
と
の
捌
係
が
斜
長
石
系
列
に
放
け
る
も
む
と

金
-
興
る
O
総
て
の
加
虫
長
石
と
日
石
と
は
光
準
位
が
負
で
脱
回

さ
れ

る
邸
が
な
い
か
ら
此
等
長
石
枕

の
鏑
他
は
ア
ネ
ム
ー
サ
イ
ト
系
列
に
鳩

す
る
も
の
と
考

(
ら
れ
る
｡
太
平
搾
鮮
中
の
ア
ネ
ム
ー
サ
イ
ト
と
斜
長

石
に
於
け
る
府l
卯
坤
と
光
榔
允
と

の
脚
係
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阿
示
す
る
と
止

の
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で

あ

る
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八
雪
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今
讃
院
発
行

二
訂

丁
紺
二
〇
伐

木
輩
は
人

文
地
川
蝉
番

ラ
ツ
ツ
エ
ル
の
脚
比
勢
力

の
淋
盛
と
し
て
の

脂
､
政
折
池
川
堺
的
桝
舵

の
節
二
版

(
l
九

t
f
叩
版
)
を
詐
し
た
も

の
で
あ
る
｡

指
揮を
制
鈍
す
po
こ
と
が
如
何
に
拙
攻

bq
幾
艇
に
資
す
る

こ
と
で
あ
る
か
は
常
人
日
本
人

の
親
し
-
･E
ら
を
柑
み
て
鋼
-
桝

で
あ

る
O
梅
洋

の
人
文
韓
的
悲
範
､
共

の
股
節

監
血
戦
'
栴
止
ま
批

･>T
嬰
約

は
本
態
に
於
て
揃
史
を
脚
み
な
が
ら
躍
如
と
し
て
給
越
さ
れ
て
肘
る
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人
文
地
組
堺

の
初
物
と
し
て
決
し
て
ラ
ツ
ツ
エ
ル
の
も
の
は
甘

い
と
し

て
拾
づ
べ
き
も
の
で
な
い
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は
捌
か
で
あ
る
｡
鵬
本
尊

の
詳
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は
比
視
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あ
っ
て
か
な
り
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か
り
恋

い
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の
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げ
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庇
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滋
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あ
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か
ら
懲
淡
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あ
る
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榔
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縮
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鉢
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収
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入
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搬
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